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	製品名: DAPK2（リン酸化Ser318）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼファミリーに属するタンパク質をコードします。このタンパク質は、N末端プロテインキナーゼドメインと、それに続く保存されたカルモジュリン結合ドメインを有し、プログラム細胞死の正の調節因子である細胞死関連プロテインキナーゼ1（DAPK1）のカルモジュリン結合ドメインと高い類似性を示します。この遺伝子の過剰発現は、細胞のアポトーシスを誘導することが示されています。この遺伝子は、複数のポリアデニル化部位を利用します。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素制御：Ser-318の自己リン酸化によって負に制御される。,機能：アポトーシスの正の調節因子として機能するカルシウム／カルモジュリン依存性セリン／スレオニンキナーゼ。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrプロテインキナーゼファミリー。 DAPキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体。ホモ二量体化はアポトーシス機能に必須であり、Ser-318の自己リン酸化によって阻害される。,組織特異性：調査した全ての組織種において普遍的に発現する。心臓、肺、骨格筋で高レベルに発現する。,
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	DAPK2（リン酸化Ser318）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	DAPK2（リン酸化Ser318）抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	DAPK2（リン酸化Ser318）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

